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ウンシュウ無受精種子内未成熟珠心胚の生長促進

若菜　　章

1．目　的

　前報では無受粉果内の無受精種子にも珠心胚の分化・生育が起り、その生育程度は品種により大き

な違いがあること、すなわち、スイートオレンジ類で特に良好な発達が見られ、他方、ウンシュウで

は最も劣ることを報告した。このことは完熟無核果の無受精種子からも珠心胚実生が得られる可能性

を示しており、突然変異（特に熟果に区分キメラ状に出現する突然変異）の純化・選抜への利用等が

期待される。従来の培養法を用いた未熟珠心胚の生長促進と実生の獲得は珠心胚の生育程度の良好な

品種では容易であったが、ウンシュウではやや難しく、高率で実生を得る方法め検討が必要と思われ

た。そこで各種生長調節物質によるウンシュウ無受精種子内未成熟珠心胚の生育促進法を検討したの

で報告する。

2．材料及び方法

　‘吉田ネーブル’オレンジ並びに‘興津早生’温州を供試した。開花前日の蕾を除雄し袋掛けを行

った。処理後5日目に子房を採取し試験に供した。また同様な無受粉処理を施し、収穫後2カ月間室

温貯蔵した完熟無核果を試験に供した。

　培養はMS培：地を基本培地とし、‘吉田ネーブル’完熟果の無受精種子内未成熟珠心胚培養では基

本培地のみ・麦芽抽出物（200冊g／の＋アデニン（20ηg／の添加の2つの培地で培養した。胚

珠培養では‘吉田ネーブル、‘興津早生’とも胚珠を摘出し、基本培：地並びに各種生長調節物質を添加

した培地を用いた。‘興津早生’における無受精種子培養では同様な培：地で培養を行った。全ての処

理区において1処理区40i無受精種子（胚珠）を箪i養し、培養i条件は25。C暗黒とした。植付け後一定

の間隔を置いて生育促進状況を調査した。

5　結果及び考察

　ユ）‘吉田ネーブル’胚珠培養

　1カ月間培養した後に、生長し始めた珠心胚が胚珠外に出現し始めた。基本培：地においては、培養

2カ月で約50％の胚珠から珠心胚が出現し、4か月目には多数の珠心が完全な胚の形態を整え発芽

可能となった。基本培地に比べ、さらに珠心三三得率が向上したのはアデニン（0，02～12．5㎎／の

添加区と麦芽抽出物（2～25伽2／の　添加区であった。NAA、2．4－D、　BA、　ABA、　GA3
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第1図　‘吉田ネーブル　胚珠培養において各種生長調節物質が珠心胚

の生長に及ぼす効果

　●一●：1か月間培養

　△一△：4か月間培養

○一一〇：2か月聞培養

添加区ではすべて抑制効果が高かった。　（以上、第1図）。

　2）　‘興津早生，胚珠培養

　2か月間の培養時点では珠心胚の出現は見られず、3か月目から出現し始めた。4か月間培養時

において、全処理区とも珠心胚の出現率がネーブルオレンジよりも著しく劣った。培養4か月目に

おいて、基本培：地における胚の出現率（約10％）以上に胚の生育の促進された生長調節物質添加区

はアデニン（0。02～12．5加g／の、麦芽抽出物（0．4～250加g／の、2・4－D（0．002～0・05

麗2／の、ABA（0．01観g／の、GA3（0．002麗g／のであった。特にアデニンと2・4－D（α0工

掘g／のでかなりの効果が見られた。KAAでは高濃度の添加区ほど胚の生長を阻害し、2．4－D、
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ABA、　G・A3の高濃度は強い阻害を示した。　（以上、第2図）。

3）‘吉田ネーブが完熟無核果の簸鞭子内未熟珠心騰養

珠心胚は大きいために肉眼でも胚を摘出でき・、容易こ胚培養が行脚た・基本馳麦芽抽出物添

加培地とも1～2か月の培養で充実した胚となり、すべての無受精種子から実生を得ることができた。

　4）‘興津早生’完熟無核果の無受精種子培養

　胚珠培養に比べて珠心胚の出現は々・なり速く、培養i1月目の基禾培地上では約20％、培養4か

月目では約40％の種子で珠心胚の生育が促進された。基本培地のみに比べ、アデニン（0．02～12。5加g

／の添加はさらに出現率を高め、G．A（0．01～0．25窺g／のやABA（0．002～1．25物2／のにも
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第2図　‘興津早生’胚珠培養において、各種生長調節物質が珠心胚の生長に

及ぼす効果

　○一〇：2か月間培養

　△＿△：4か月間培養i

▲一▲：3か月間培養
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珠心胚の出現率を高める効果が認められた。また2，4－Dの0．002～0．05麗g／6にも効果が認めら

枇・NAA・BA・麦芽鞘物（αPOを㎎／1躯を除く）は離騨ど出現率力‘低くなった（以

上第3図腿本営のみでは篠の分化の見；られな崎型大鳥多！みられ醐アデニン・GA・・

ABA・2’4一D（α002～α05剛6）で壁葉分化胚岬合が増加し護得騰も多くなった

（第4図）。これらの生長調節物質の組合せ添加は各物質の単独添加勢果の平均的な値を示し・相

加効果は認められなかった（第5図）
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第3図　　‘興津早生’無受精種子培養において各種生長調節物質が珠心胚の

生長に及ぼす効果

●一●：1か月間培養

　△一△：4か月間培養

○一〇：2か月間培養
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第4図 ‘、興津早生’無受精種子培養において、各種生長調節物質が珠心胚の

生育と器官分化に及ぼす効果

　○一〇：子葉分化大胚（＞10刎g）

　△一△：子葉のない大胚（＞101㎎）

　●一●：総数（＞1働9）
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第5図　‘興津早生’無受精種子培養において、各種生長調節物質の組合せ

　　　　添加が珠心胚の生育と器官分化に及ぼす効果

　5）結　論

　以上の結果から、カンキツの種類により、珠心胚の生育能力に差があること、珠心胚の生育の進

んだ無受精種子では比較的容易に珠心胚実生が得られること、珠心胚の生育ステージにより生長調

節物質に対する反応性が異なること等が解った。ウンシュウ無受精種子から珠心胚実生を得るため

には、基本培地のみでもある程度可能であるが、アデニン、及び低濃度のGA3、　ABA、2・4－

Dの添加はさらに実生の獲得率を向上することができると言える。

　本研究は科研費恥60560036課題の一部である。
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